
リウマチ・膠原病内科 

a.体制 

 

（１）リウマチ・膠原病内科の目標： 

我々の科では個々の患者さんの直面する問題を真剣に取り上げ、分析し、充分な説明と同意のも 

とでエビデンスに基づいた最善の治療を行うことを理念とする。 

リウマチ膠原病は同じ診断名でも患者さんひとりひとりで病気の活動後が違い、侵される臓器の 

種類およびその障害の程度が違います。また、患者さんの社会的立場も違います。患者さんひと 

りひとりに対応したオーダーメイド医療を目指す。 

患者さんのよきパートナーとなれるかが重要です。信頼できるパートナーとなれるよう努力しま 

す。「患者さんに問題点を見つけ、それを解決するために研究心をもって活動する」という原点 

のもと、臨床研究を実行する。 

 

（２）リウマチ・膠原病内科の方針および展望： 

地域の先生方と連携を密として、大阪北地域のリウマチ膠原病医療の核となれるよう努力する。 

これまで同様、京都大学臨床免疫学教室との臨床検討会および臨床研究を推進する。 

患者さんひとりひとりに対応したオーダーメイド医療を目指す。特に、新しい治療法の個人適応 

には充分のエビデンスの検討とインフォームドコンセントを得ることが前提です。 

 

（３）リウマチ・膠原病内科の対象疾患 

関節リウマチ/悪性関節リウマチ、全身性エリテマトーデス、多発性筋炎・皮膚筋炎、強皮症、 

混合性結合組織病、血管炎症候群（結節性多発動脈炎、顕微鏡的多発動脈炎、多発血管炎性肉芽 

腫症、好酸球性多発血管炎性肉芽腫症、高安動脈炎、巨細胞性動脈炎など）、ベーチェット病、 

シェーグレン症候群、成人スチル病、リウマチ性多発筋痛症、などを対象としている。 

 

（４）教育 

当院は日本リウマチ学会教育施設として認定されている。井村および高橋、中島、船曳は日本リ 

ウマチ学会専門医・指導医であり、日常の診療、定期的なカンファレンスを通じて研修医、学生 

の教育を行っている。井村は京都大学医学部臨床準教授であり、京都大学より教育研修を受け入 

れている。 

 

（５）リウマチ膠原病教室の開催 

2006年よりリウマチ膠原病教室を開催し、リウマチ膠原病疾患およびその治療に関する基礎的お 

よび最新の情報を患者さんに伝える機会を設けている。残念ながら2022年度は前年に引き続き新 

型コロナウイルスの影響により開催できなかった。 

 

（６）院外活動および地域医療との係わり： 



大阪バイオロジックフォーラムを2007年より開催し、生物製剤への理解を深める機会を作ってい 

る。2022年度は2023年1月17日に第16回大阪バイオロジックフォーラムを開催した。 

 

（７）スタッフ 2022年度 

 

主任部長 井村 嘉孝 

医学博士 

日本内科学会認定医・総合内科専門医・指導医、日本リウマチ学会専門医・指導 

医・評議員 

専門：臨床免疫学（リウマチ・膠原病疾患） 

 

副部長 高橋 令子 

医学博士 

日本内科学会認定医、日本リウマチ学会専門医・指導医・評議員、日本臨床免疫学会評議員 

専門：臨床免疫学（リウマチ・膠原病疾患） 

 

副部長 中島 俊樹 

医学博士 

日本内科学会認定医・総合内科専門医、日本リウマチ学会専門医・指導医・登録ソノグラファー 

専門：臨床免疫学（リウマチ・膠原病疾患） 

 

副部長 船曳 正英 

医学博士 

日本内科学会認定医、日本リウマチ学会専門医・指導医、日本アレルギー学会専門医、日本化学 

療法学会抗菌化学療法認定医 

専門：臨床免疫学（リウマチ・膠原病疾患） 

 

 

レジデント 麥谷 道生 

専門：臨床免疫学（リウマチ・膠原病疾患） 

 

レジデント 山田 真綾（京都大学医学部附属病院より連携研修として1年間所属） 

専門：臨床免疫学（リウマチ・膠原病疾患） 

 

レジデント 岩阪 晋吾 

専門：臨床免疫学（リウマチ・膠原病疾患） 

 

b．診療実績 



 

（１）外来診療体制（2022年度） 

当科の外来は予約診と初診・当日診の2診療制だが、土曜は初診・当日診のみとしている。受診 

者数は一日約56名であった。 

（２）外来診療統計 （2022年4月1日より2023年3月31日） 

外来受診者数（のべ数）15、350 名、月平均 1,279 名 

初診者数 967 名、 月平均 81 名 

（３）入院診療実績 （2022年4月1日より2023年3月31日） 

入院は主として全身性エリテマトーデス、関節リウマチをはじめとする膠原病に対して治療を行 

い、2022年度入院患者数は 315 名（他科からの転入含む）、平均在院日数 20.7 日 

2022年度の主な入院は： 

関節リウマチ 50名、全身性エリテマトーデス 52名、多発性筋炎・皮膚筋炎 15名、強皮症 14 

名、混合性結合組織病 5名、血管炎症候群 66名、シェーグレン症候群 3名、抗リン脂質抗体症 

候群5名、ベーチェット病 1名、リウマチ性多発筋痛症 16名、成人スチル病 14名、脊椎関節炎  

3名、結晶誘発性滑膜炎 1名、再発性多発軟骨炎 1名、IgG4関連疾患 6名、など。  

 

c.学会・講演・著作その他の研究活動 

 

【学会】 

１ 北島 尚昌、 船内 敦司、 林 優介、 井上 大生、 丸毛 聡、 福井 基成、 中島 俊樹、 塚本 信

哉、 藤原 直樹、 坂野 勇太、 宇山 倫弘、 伊元 孝光、 濱川 瑤子 COVID-19 ワクチン接種に

より抗 MDA-5 抗体陽性間質性肺炎の発症が増加している可能性について 第 96 回日本感染症学会

総会・学術講演会 2022/4/22-23 (Web開催) 

２ 丸毛 聡、 塚本 信哉、 船内 敦司、 為定 裕貴、 宇山 倫弘、 林 優介、 伊元 孝光、 濱川 瑶

子、 北島 尚昌、 井上 大生、 中島 俊樹、 羽田 敦子、 福井 基成 当院における COVID-19後

遺症専門外来の経験 第 62回日本呼吸器学会学術講演会 2022/4/22-24 (京都/Web開催) 

３ 大橋倫子、井村嘉孝、大北莉奈、船曳正英、中島俊樹、高橋令子 腎生検にて間質性腎炎を認めた

再発性多発軟骨炎の 1 例 第 66 回日本リウマチ学会総会・学術集会 2022/4/25-5/31 (神奈川

/Web開催) 

４ 大北莉奈、高橋令子、大橋倫子、船曳正英、中島俊樹、井村嘉孝 全身性エリテマトーデス、抗リ

ン脂質抗体症候群に合併した二次性選択的 IgM 欠損症の 1例 第 66回日本リウマチ学会総会・学

術集会 2022/4/25-5/31 (神奈川/Web開催) 

５ 岩阪晋吾、高橋令子、大北莉奈、中窪悠登、中島俊樹、船曳正英、大橋倫子、井村嘉孝 「珪肺の

指摘後に、急速に進行する肺病変とネフローゼ症候群を伴う全身性強皮症を発症した一例」 第 66

回日本リウマチ学会総会・学術集会 2022/4/25-5/31 (神奈川/Web開催) 

６ 麥谷道生、高橋令子、大橋倫子、中窪悠登、船曳正英、中島俊樹、井村嘉孝 JAK阻害薬を含む多

剤併用療法、血漿交換により救命しえた抗 MDA-5抗体陽性急速進行性間質性肺炎の一例 第 66 回

日本リウマチ学会総会・学術集会 2022/4/25-5/31 (神奈川/Web開催) 



７ 宮内 美帆、 遠藤 知美、 麻生 芽亜、 高柳 俊亮、 森 慶太、 大北 莉奈、 井村 嘉孝、 塚本 

達雄 血栓性微小血管障害(TMA)により透析導入となった全身性エリテマトーデス(SLE)の一例 第

67回日本透析医学会学術集会・総会 2022/7/1-3 (神奈川) 

８ 高橋 令子、 井村 嘉孝 SLE 患者における補体とサイトカイン経路抑制分子 SOCS1の関係の解析 

第 58回日本補体学会学術集会 2022/8/19-20 (北海道) 

９ 高橋 令子、 井村 嘉孝 全身性エリテマトーデスの病態抑制における SOCS1 の適切な発現の重要

性 第 50回日本臨床免疫学会総会 2022/10/13-15 (東京) 

１０ 渡邊 友香、 三島 奈都美、 谷口 美咲、 東 良亮、 高柳 俊亮、 平木 秀輔、 森 慶太、 遠藤 

知美、 中島 俊樹、 井村 嘉孝、 塚本 達雄 血漿交換療法を含む集学的治療を行った抗 MDA5抗

体陽性皮膚筋炎 4例の検討 第 43 回 日本アフェレシス学会 2022/11/10-12 (石川) 

１１ Reiko Takahashi、 Yoshitaka Imura Fluctuations in SOCS1 expression in the pathogenesis 

of SLE 第 51回日本免疫学会学術集会 2022/12/7-9 (熊本) 

１２ 中島 俊樹、永田 万結、井上 大生、羽田 敦子、丸毛 聡 排菌結核に対する入院前胸部画像スク

リーニングの実態 第 92 回感染症学会西日本地方会学術集会・第 65 回感染症学会中日本地方会

学術集会、第 70回日本化学療法学会西日本支部総会 2022/11/3-5 (長崎) 

 

【論文】 

（原著論文） 

１ Nakajima T,…, Terao C*. Co-occurrence of relapsing polychondritis and autoimmune 

thyroid diseases. Orphanet J Rare Dis. 2022 May 10;17(1):101.（査読有り） 

２ Kitajima T*, Funauchi A, Nakajima T, Marumo S, Imura Y, Fukui M. Antimelanoma 

Differentiation-Associated Gene 5 Antibody-Positive Interstitial Lung Disease After 

Vaccination With COVID-19 mRNA Vaccines. J Rheumatol. 2022 Oct;49(10):1158-1162.（査読

有り） 

３ Kimura N*, …, Imura Y, …, Kohsaka H. Branched chain amino acids in the treatment of 

polymyositis and dermatomyositis: a phase II/III, multi-center, randomized controlled 

trial. Rheumatology (Oxford). 2022 Nov 2;61(11):4445-4454.（査読有り） 

 

（症例報告） 

１ Funabiki M*,…, Yanagida H. SAPHO Syndrome Complicated by Lesions of the Central 

Nervous System Successfully Treated with Brodalumab. Case Rep Rheumatol. 2023 Feb 

9;2023:6005531.（査読有り） 

 

【研究】 

１ 生物学的製剤使用関節リウマチ患者の長期安全性研究（SECURE 研究） 

--- 多施設共同研究 

（井村嘉孝） 

２ 抗アミノアシル tRNA合成酵素抗体測定のための OJ抗原精製と測定系の確立 



（井村嘉孝） 

３ 抗 MDA5陽性間質性肺炎合併皮膚筋炎に対する 3剤併用療法プロトコルの有用性と 

安全性の検討 

--- 多施設共同研究 

（井村嘉孝） 

４ 広域抗菌薬使用による腸内細菌叢への影響の検討 

（辻本孝平） 

△５ 全身性エリテマトーデスにおける SOCS1の役割の解明と治療への応用 

    （学術研究助成基金助成金 2018年度 基盤研究 C 延長申請） 

（高橋令子） 

６ ラパマイシンによる全身性エリテマトーデスの病態制御のメカニズムの解明 

（高橋令子） 

７ 病気再燃防止を目的とした全身性エリテマトーデス患者の臨床像に関する観察研究 

（高橋令子） 

８ 関節リウマチを対象とした日常診療下におけるサリルマブの前向き観察研究（PROFILE-J） 

--- 多施設共同研究 

（井村嘉孝） 

９ メトトレキサート（MTX）関連リンパ増殖性疾患の病態解明のための多施設共同研究 

--- 多施設共同研究 

（井村嘉孝） 

１０ メトトレキサート（MTX）関連リンパ増殖性疾患発症予測因子の同定 

--- 多施設共同研究 

（井村嘉孝） 

１１ リウマチ性疾患治療中に生じた COVID-19感染症に関する研究 

--- 多施設共同研究 

（井村嘉孝） 

  １２ 全身性エリテマトーデスの病態に及ぼす転写因子 SOCS1発現量の影響 

     （学術研究助成基金助成金 2022-2024年度 基盤研究 C 申請） 

     （高橋令子） 

 


